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新
・
新
潟
市
の
広
報
紙

は
「
市
報
に
い
が
た
」
に

今
ま
で
市
の
広
報
紙
と
し
て
行

政
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
き

た
「
広
報
に
い
つ
」
は
、
合
併
後

に
「
市
報
に
い
が
た
」
と
な
り
、

情
報
の
範
囲
も
新
・
新
潟
市
全
体

に
広
が
り
ま
す
。

「
市
報
に
い
が
た
」
は
、
毎
週

日
曜
日
に
発
行
し
、
新
聞
購
読
世

帯
に
は
新
聞
折
り
込
み
で
、
新
聞

未
購
読
世
帯
に
は
宅
配
で
お
届
け

し
ま
す（
一
回
目
は
3
月
27
日
）。

支
所
管
内
の
限
定
情
報
は

「
に
い
つ
支
所
だ
よ
り
」
で

新
津
支
所
の
独
自
事
業
な
ど
、

支
所
管
内
の
住
民
を
対
象
と
し
た

限
定
情
報
に
つ
い
て
は
、「
に
い

つ
支
所
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

支
所
だ
よ
り
は
、
毎
月
第
一
日

曜
日
に
、
市
報
と
と
も
に
お
届
け

し
ま
す（
一
回
目
は
4
月
3
日
）。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す

市
報
や
支
所
だ
よ
り
は
、
新
潟

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
支
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

な
お
、
新
潟
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
合
併
十
三
市
町
村
の
過

去
の
広
報
紙
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
報
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
判（
B
4
程
度
）で
、
支
所
だ
よ

り
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
A
4
判
で
お
届
け
し
ま
す
。

山びこコーナーについて
これまで「広報にいつ」に掲載してきた山びこコー

ナーは、合併後も「支所だより」で継続しますので、

市民活動など耳寄りな情報をお寄せください。ただし、

支所だよりは月1回の発行で、紙面にも限りがありま

すので、次の事項に注意してお申し込みください。

●掲載できる内容
原則として広報手段を持たない新津支所管内の住
民および団体・サークルなどの活動を対象としま
す。ただし、次の個人や団体が主催する会員募集や
催しなどについては掲載しません。
蘆政治的・宗教的な活動を目的とする個人・団体
蘆営利を目的とする教室や活動を行う個人・団体
（無料体験を含む）
蘆その他公序良俗に反すると認められるもの

●掲載の頻度
同一個人や団体による会員募集は各年度1回と
し、催しなどの参加者募集は3カ月程度の間隔を空
けることとします。
●優先順位
次の催しなどの掲載については、その都度判断し
ますが、優先順位は低くなり、紙面に余裕がない場
合は掲載できません。
蘆営利を目的とする教室や活動を行う個人・団体
が、チャリティーなど営利につながらない展示会
や発表会などを行う場合
蘆チラシやポスターなどで、広く募集活動を行っ
ている個人・団体の会員募集や催し

市の広報紙が変わります市の広報紙が変わります

市報にいがたへの掲載
市民の皆さんからの情報で、新津支所管内を

超えて広く参加者を募集するものや、支所だより

の発行に間に合わないものなどについては、合併

後の市報にいがたに掲載を申し込むことができま

す。

なお、この場合も、紙面の都合により掲載で

きないことがあります。

市報への掲載については、新潟市広報課また

は新津支所の広報担当へお申し込みください。

●新潟市広報課（蕕025ー228ー1000）

新潟市ホームページ（http://www.city.niigata.niigata.jp/）
新津支所ホームページ（新潟市ホームページ内）

■問い合わせ 企画調整課広報秘書係（蕕24ー2111内線331～333）へ。

ノスタルジアにかられ、 新しい時代の鐘が鳴る

郷愁と出発（たびだち）の鐘

「鉄道のまち」にいつの宝、
SL C57ー180も汽笛で祝福！

「SLばんえつ物語」号
の汽笛コール

新たな幕開けに向け、
高く打ち上がる絢爛なる閃光

合併記念花火の打ち上げ

始まりは夜空を彩る光の演出

レーザー光線による
光のページェント

新・新潟市への合併も間近となりました。合併を記念し、またわ
がまち“にいつ”の今後の発展と躍進を願って、合併前夜に「新津
市合併記念イベント」を開催します。

始まりは夜空を彩る光の演出

レーザー光線による
光のページェント

イベントのオープニングにふさわしく、花火打ち上
げ場所付近から上空へ、レーザー光線による光の演出
を行います（午後7時30分前から8時ころまで）。

新たな幕開け、
高く打ち上がる絢爛なる閃光

合併記念花火の打ち上げ

●時間 午後7時30分～8時
●打ち上げ場所 東島（柿団地）地内
●花火 3号・4号玉によるスターマイン（約300発）
※観覧席は設けませんので、交通などの支障とならな
いよう周辺でご覧ください。

「鉄道のまち」にいつの宝、
SL C57ー180も汽笛で祝福！

「SLばんえつ物語」号
の汽笛コール

花火の終了に合わせ、新津駅停車の「SLばんえつ
物語」号が汽笛を鳴らして新市の誕生を祝福します。

ノスタルジアにかられ、新しい時代の鐘が鳴る

郷愁と出発（たびだち）の鐘

市内20カ所のお寺で、21日（振休）の午前0時にかけ
て鐘撞き体験ができます。
●時間 20日（祝）の午後11時50分から21日（振休）の
午前0時5分まで（撞く時間の5分前集合）
●人数 1人1撞きとし、1カ所のお寺につき18人ま
で（申込順）
※実施するお寺や申し込み方法については、実行委員
会事務局へお問い合わせください（新津観光協会のホ
ームページから見ることもできます）。

花火の打ち上げ現場と新津駅をリレー
する、ラジオチャットの特別番組を放送！
〈FM76.1MHz〉
●放送時間 午後7時～8時（予定）

問い合わせ
■新津市合併記念イベント実行委員会事務局
（農・産業振興課観光交流係内）蕕24ー2111内線474

■新津観光協会ホームページ
http://www.niitsu.or.jp/̃n-kankou/

※記念イベントについてのチラシを、3月17日
（木）に新聞折り込みでお届けします。

新津市閉市記念誌の発行
これまで市民の手によって磨き上げられてきた「新津の

宝」が、合併によってさらに光り輝くことを展望した「新

津市閉市記念誌」を発行します。

記念誌は、3月6日（日）に新聞折り込みまたは宅配で、

各戸にお届けします。

■問い合わせ 企画調整課広報秘書係

（蕕24－2111内線331～333）へ。

新津市閉市式典
新津市最後の日となる3月20日に、閉市式典を開催しま

す。どなたでも参加できますので、当日会場へお越しくだ

さい。

●日時 3月20日（祝）午後1時から3時30分まで

●会場 市民会館大ホール

※式典の詳しい内容は、広報にいつ3月15日号でお知らせ

します。

■問い合わせ 企画調整課（蕕24－2111内線341）へ。

市 の 閉 市 記 念 事 業

盪
3月20日（

祝）開催！


